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[巻頭エ ッセイ]

　　も う一つ の発掘

－モス コソさん との出会い－

関 雄 二(国 立民族学博物館教授 アンデス文明研究会顧問)

　これから紹介する発掘の話は、心躍るロ

マンの世界を求めて、古代文明の世界へと

誘 うはずの雑誌の巻頭には、似つかわしく

ない話かもしれない。 しかし、その歴史と

記憶は決して忘れてはいけないし、観光に

臨む際にも、知っておくべき知識であろう。

ここでい う、われわれ考古学者のものとは

一風異なる発掘とは、中米グアテマラで起

きた内戦下で虐殺された人々が眠る秘密墓

地の発掘である。

　今から3年ほど前、国際交流基金の招へ

いでグアテマラにある国立考古学民族学博

物館に展示指導に赴いたときに、当時の館

長フェルナンド・モスコソさんに出会った。

　口ひげを蓄えた穏やかな表情を見せる、

私と同輩の紳士であった。このときは、指

導がさほど難しくなるとは思ってもみなか

った。ちょうど大規模な改修計画を考案中

であった博物館側は、私の助言を期待 して

いたように思えた。そこで、展示のコンセ

プトや博物館の使命や役割について館員 と

ブレイン・ストー ミングすることにしたの

である。大半の展示物がマヤ文明などの考

古学的遺物であるから、議論は錯綜するは

ずもないと高を くくっていた私には、大変

衝撃的な提案が示された。それは、1996

年 、 内戦 の終 結 の た め、 政 府 とゲ リラ勢 力

との 間 で交 わ され た和 平 協 定 に示 され た 忍

耐 、 和 解 、 寛 容 、 イ ン テ ル ク ル ト ラ リダ

(interculturalidad)と い った概 念 を 展示 の

中 で実 現 した い とい う希 望 であ った 。

　 イ ンテ ル クル トラ リダ とは、 英 語 の イ ン

ター カ ルチ ャー と同義 で、 間文 化 性 とい っ

た訳 語 が 使 用 され る こ と もあ る比 較 的 新 し

い概 念 で あ る。 多 文 化 共 生 に 近 い も の の、

も う一 歩 踏 み込 ん で、 文 化 間 の相 互 理 解 と

互 い の文 化 の 尊重 を強 く訴 え て い る よ うに

思 え る。 た とえ ば グ アテ マ ラの場合 、20を

超 え る マ ヤ系先 住 民 集 団 に 加 え、 古 代 に メ

キ シ コか ら移 住 して きた シ ンカ、 ア フ リカ

系奴 隷 の子 孫達 ガ リフナ とい った 集 団 が存

在 してい るが、 彼 ら と人 口の大 半 を 占め る

混 血 ラデ ィー ノ との共 生 を 図 る ばか りで な

く、 先 住 民 集 団 同士 の相 互理 解 を深 め て い

く こ とが 主 眼 の一 つ とい え る。 も ちろ ん言

葉 の通 じな い場 合 もあ ろ うが、 そ の と きに

役 立 つ の が、 皮 肉 な こ とに支 配 的 言 語 で あ

る スペ イ ン語 で あ り、 この活 用 は 決 して否

定 しない の で あ る。 要 す るに、 ラ デ ィー ノ

や 白人 に よ る先 住 民 へ の 差 別 や 不 寛 容 こ

そ 、 内 戦 の大 き な要 因 で あ った か ら、 これ

を正 す 必要 が あ る とい う論 理 であ る。 こ う
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した政治的動向は、多少知 っていたとはい

え、まさか国立考古学民族学博物館の館長

から聞 くとは思ってもみなかった。

　この謎は、指導の合間に交わした雑談の

中から、やがておぼろげながら見えて くる。

グアテマラのサン・カルロス大学で人類学

を専攻 し、マヤの遺跡の発掘に参加 してき

たモスコソさんは、やがて、その知識と経

験を買われ、内戦の犠牲者となった人々が

眠る秘密墓地の発掘に従事するようになっ

たのである。さらに米国のスタンフォー ド

大学で法人類学の修士号を獲得し、内戦後

のコソボでも秘密墓地の調査に加わること

になる。グアテマラの場合、文化人類学や

考古学は法人類学 と強 く結びつき、また職

の市場としても大きいの鳳、内戦と結びつ

いているからである。

　 とはいえマヤ文明で有名なグアテマラで

は、悲惨な内戦の経緯については、日本で

知られているとはいえない。 グアテマラの

国土面積は10万8889k㎡ 、日本の約3分 の1、

人口は2000年 現在で1188万 人を数え、国

民の56%は 貧困層、16%は 極貧、先住民

の78%は 貧困層にあたる。

　 中米では、1960年 代以降、キ ューバ革

命の影響を受けて左翼運動が誕生し、これ

を自由主義陣営のアメリカ合衆国が介入す

るとい うイデオロギー的対立が長 く続い

た。 グアテマラもその例外ではなかった。

1996年 に国連の仲介でゲ リラ側 と政府 と

が 「和平協定」を締結するまで36年 間も内

戦が続き、その間20万 人以上の死者 ・行方
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不明者(国 連推定)、150万 人の国内難民、

15万人の国外難民を出したとされる。ここ

には、1982年 のわずか8ヵ月間に虐殺され

た7万5000人 とい う数字も含まれる。なお

被害者の多 くはマヤ系先住民であった。

　「和平協定」には、人権回復や難民問題、

先住民文化の保全や諸権利などさまざまな

内容が盛 り込まれ、これを遵守、実現すべ

く、政府はもとより国際社会は支援を公約

した。その結果、NGOラ ッシュともいえ

るほど数多 くの開発プログラムが導入され

たのである

　こうした中で、モスコソさんが従事する

秘密墓地の発掘の意味は大変大きい。マヤ

人の死生観では、死体が遺族の元に返らな

ければ、魂の安らぎは得られないとい う。

その意味で、遺体を掘 りあて、残った骨や

衣服を集め、遺族へのインタビューから遺

体の同定を行 う作業は、必須ともいえる。

もう一つ大事な点は、法人類学的知識を用

いて、虐殺の状況を復元し、加害者を割 り

出すとともに、被害者遺族への補償材料 と

することである。ただし、これが実は大変

難しい。すでに述べたように、グアテマラ

での虐殺そのものが、軍事政権による国家

的犯罪であることは認められてはいるが、

実際に手を下したのは、軍部に先導された

農民自警団であるケースも多く、軍に追及

の手が伸びる場合は皆無 といってもよい。

下手をすれば、軍の当事者は野放しのまま、

村人同士の法廷での争いとなり、村落組織

の分裂を呼び起 こさないでもない。



　 モスコソさんは、これまで数々の法廷で

証言に立ち、悲しくも骨と化 した犠牲者の

声を代弁してきた。それがゆえ、加害者か

軍かわからぬ闇の圧力を受け続げ、その

瓢々とした態度とは裏腹に、暗殺の脅迫を

たびたび受けている。コスタリカにある国

際人権裁判所は、グアテマラ政府に対 して、

護衛の警官を彼につけるように勧告し、現

在は、護衛とともに行動している。

　 昨年3月 、東京大学の石田勇治教授が リ

ーダーとなって進めている 「ジェノサイド

研究の展開」の協力を得て、モスコソさん

を招へいすることができた。そして私の所

属する国立民族学博物館 と東京大学とで開

催されたフォーラム、 シンポジウムへの参

加が実現した。シンポジウムでは、モスコ

ソさんの活動がつぶさに報告され、また後

日、北朝鮮から横田めぐみさんのものとさ

れた人骨を鑑定した日本人法人類学者や法

務省研究所関係者とも親交を深めた。尊き

行動に身を投ず る人を守 ってい くために

は、警察の護衛以上に国際的世論を味方に

つける方が効果的なのである。

　モスコソさんの発掘は、今は休止中であ

るが、自らが率いるNGO(Historial　 para　la

Paz)は 、虐殺された人々の遺族や生き延

びた人々の声を集め、各地に資料館を建設

するプロジェクトを推進 している。今年2

月に虐殺現場を訪れた私は、ヨーロッパ共

同体などの支援を受けて彼が建てた博物館

に展示された写真を前に、遺族や生 き延び

た人々と対面する機会を得たが、高ぶる気
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グアテマラ中部パ ンソス村 に建立 された

虐殺モニ ュメン トに佇 むモス コソさん

持ちからスペイン語での語 りが困難になる

彼ら、彼女らの姿を見て鳴咽をこらえるこ

とができなかった。

　だからこそ帰国直前に、批判的な意味で、

友人に勧められて観た映画 「アポカリプト」

(メル ・ギブソン監督、 日本上映は5月)に

は腹が立った。そこで表象された古代マヤ

社会の残虐さは、考古学的にみても、一概

に否定できないにせ よ、その映画を生み出

した米国自体の介入も要因の一つ となった

大量虐殺の事実に目を瞑(つ ぶ)り 、残虐

さのイメージを先住民社会だけに押し付け

る近代西洋の傲慢さにはあきれるしかなか

った。よしんぽ、事実を覆い隠す意図など

なかったとしても、ハ リウッドの巨大な資

本と宣伝力の前では、グアテマラの虐殺が

かすんでしまうことは間違いない。

　なお、ここでとりあげたシンポジウムに

ついては、朝 日新聞でも報道されたが、現

在、出版を準備しているところである。モ

スコソさんの活動を 日本に周知す ること

は、考古学の社会的還元 とともに、私の役

目だと考えている。
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